
1991・12・31)(r国語学J171集

「

背

負

う
」

「

担

ぐ
」

の

表

現

キ
ー

ワ
ー
ド一

天
正
狂
言
本
・
三
河
物
語
・
お
ぶ
・
か
づ
く

・
方
言
国
語

史

要
旨

方
言
国
語
史が
現
代
の
方
言
的
事
実
を
利
用
し
て
国
語
史
の
再
構
を
試み

る
も
の
な
ら
ば 、
逆に
狭
義
の
国
語
史
と
対
比
し
て
現
代
諸
方
言
は
ど
こ

が
違
う
のか 、
何
故
違
う
のか 、
とい
う
問い
が
あ
り
う
る
よ
うに
思
わ

れ
る 。
さ
て
『
天
正
狂
言
本』
の「
お
ん
て」
の
語
形
は「
帯
ぶ」
(
四
段

動
詞)
の
媛
音
便
形
で
あ
る
と
考
え
ら
れ 、
こ
れ
に
よっ
て
人
を
負
う
場

合に
は
「
お
ぶ」
「
う
ぶ
ふ」
を
用い 、
物
を
負
う
場
合に
は
「
せ
お
ふ」

を
用い
る
とい
う
語
実
体
系
を
指
摘
出
来
る 。
こ
の
よ
う
な
諮
実
体
系
は

『
三
河
物
語』
・『
梅
津
政
景
日
記』
な
ど
の
東
国
文
献に
も
指
摘
出
来
る

が 、
中
央
語
の
文
献に
は
み
ら
れ
ない 。
こ
の
対
立
は
既に
中
世
末
期に

成
立
し
て
い
た
と
恩
わ
れ
る 。
ま
た
東日
本
で
は
「
担
ぐ」
表
現に
カ
ツ

グ
を
用い
る
が 、
中
央
語
で
はニ
ナ
ウ
・
カ
タ
グ
・カ
ク
な
ど
を
用い
る

とい
う
差
が
あ
る 。
以
上
の
東
日
本
の
オ
プ
・
セ
オ
ウ
・
カ
ツ
グ
等
は
中

央
語で
も
用い
ら
れ
る
事が
あっ
た
が 、
東
日
本で
意
味
・
用
法
を
変
え

て
独
自に
発
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る 。
前
述
の
人
か
物か
で
語
形
を
区

別
す
る
とい
う
用
法
も
新
た
に
発
達
し
た
も
の
ら
しい 。
こ
の
よ
うに
み

る
と
西
日
本
で
は
中
央
語
の
歴
史
を
良
く
反
映
し一
致
す
る
のに
対
し 、

東
日
本
で
は
中
央
語
の
意
味
・
用
法
を
変
え
て
用い
る
場
合が
あ
り 、
更
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江

泰

生

口

に
こ
れ
に
よっ
て
東
西
対
立
が
生
ず
る
場
合
も
あっ
た
と
い
う
事
に
な

る 。
地
方
独
自
の
論
理
とい
う
点 、
方
言
国
語
史
の
課
題
と
し
て
も
今
後

の
考
察が
必
要
と
な
ろ
う。

一
、
東
国
文
献
と
し
て
の
「
天
正
狂
言
本」

注l

最
古
の
狂
言
本『
天
正
狂
言
本』
(
天
正
本)
に
は、
物
や
人
を
負
う
動
作
は

次
の
よ
う
に
現
れ
る。

・
「
か
っ
く」
:::
た
る
か
っ
き
て
行
(
船
こ
し
し
う
と
て
も
ち
を
か
っ
き

て
出
る
(
も
ち
酒)

・「
せ
お
ふ」
:::一
人
茶
く
り
を
せ
お
ふ
て
(
茶
く
り
て
五
高
く
わ
ん
の

っ
ぽ
に
入
か
ん
は
か
に
せ
お
う
て(
茶
く
り)
(「
か
ん
は
か」
は「
棺
墓」
か)・

西
行
来
て
木
を
せ
お
う
(
木
こ
り
歌
て
た
ひ
と
せ
を
ひ
(
目
次)

・「
に
な
ふ」
:::
竹
に
ゆ
ひ
つ
け
て
に
な
ふ
(
文
さ
き)

・「
う
ふ
ツ
て」
:::
う
ふ
ツ
て
帰
る
(
か
き
くい
山
ふ
し)

lll
人

・「
お
ん
て」
:::
お
と
こ
せ
つ
れ
て
帰
り
け
り
/\
お
ん
て
こ
ろ
ふ
(
懲

の
お
ふ
ち
て
此
歌
に
て
お
ん
て
に
く
る
(
木
こ
り
歌)

||
木・
た
わ
ら
を

一
ひ
う
こ
う

さ
う
ゅ
う
[
雑
用]
も
こ
う
お
ん
て
く
る
か
(
米
か
り
て

お
ツ
と
と
り
さ
へ
て
下
め
お
ん
て
帰
る
(
墨
つ
け)



「背負うJ r担ぐJの表現

こ
れ
ら
の
う
ち 、
「
お
ん
て」
を
「「
負
ひ
て」
の
音
便
形:::
東
国
語
的
発

設2

立自
に
よ
る
「
負
っ
て」
と
い
う
促
音
便
を
示
す
も
の」
と 、
促
音
便
の
ン
表
記

と
さ
れ
る
事
が
あ
る 。
し
か
し
疑
問
の
余
地
が
あ
る 。
用
例
を
み
る
と
「
か
っ

く」
「
せ
お
ふ」
「
に
な
ふ」
の
対
象
は
人
で
は
な
く 、

物
を
対
象
と
し
て
い
て

(
樽・
餅・
茶
壷・
壷・
木・
竹
棒)
例
外
は
な
い 。
一
方
「
お
ん
て」
は
「
木」

「
俵・
雑
用」
を
対
象
と
す
る
例
が
あ
る
が 、
後
者
は
「
俵・
雑
用」
に
「
こ
そ

て
[
小
袖]
を
か
り
で
[
俵
の]
上
に
か
け」 、
「
人
と
は
〉

[
聞
は
ば]
を
ち

こ
[
御
稚
児]
と
こ
た
へ
ん(
答
こ
と
あ
り 、
「
童」
を
負
っ
て
行
く
よ
う
に
見

せ
か
け
る
場
面
で
あ
る 。
つ
ま
り
「
お
ん
て」
は
四
例
の
う
ち
三
例
が
人
を
対

象
に
す
る
か 、
或
い
は
人
を
対
象
に
見
せ
か
け
る
場
面
に
用
い
ら
れ
る 。
ま
た

「
う
ふ
ツ
て」
は一
例
だ
が 、
明
ら
か
に
人
を
対
象
と
す
る 。
つ
ま
り

例
外
が一

例
(
木)
あ
る
が 、
対
象
が
人
か
否
か
で
「
せ
お
う」
と
「
う
ふ
ツ
て」
「
お
ん

て」
類
の
意
味
の
差
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
前
者
は
物
を 、
後
者
は
人

を
対
象
と
し
た
動
詞
な
の
で
あ
る 。
「
お
ん
て」
の
語
形
を
考
察
す
る
際 、
こ
の

「
負
う」
動
作
全
体
の
意
味
特
徴
は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

き
て
「
日
本
言
語
地
図」
(
L
A
J)
に
臼
「
お
ん
ぶ
す
る
(
幼
児
を
負
う)」・
日

に
「
し
よ
う
(
包
み
を
背
負
う)」・
伺
に
「
か
つ
ぐ
(
材
木
を
担
ぐ
こ
の
地
図 、

こ
れ
に
関
連
し
て
肝
「
か
つ
ぐ
(
天
秤
棒
を
担
ぐ)」・
日
「
か
つ
ぐ
っ一
人
で
担

ぐ)」・
捌
「
か
つ
ぐ
(
片
方

の
肩
で
包
を
担
ぐ)」・
白

「
か
つ
ぐ
(
担
ぐ)
|

(
第

qL

 

叫w-
w・
四叩
図

の
総
合
図
こ
の
地
図
が
あ
る 。
図
示
は
省
略
す
る
が
(『
方
言
国
語

注3

史
研
究』
お
頁:::
以
下 、
奥
村
氏
と
略
称) 、
臼・
日
を
重
ね
る
と
西
日
本
で
臼

と
臼
の
区
別
は
オ
ウ
系
を
用
い
る
中・
四
国
と
カ
ル
ウ
系
を
用
い
る
九
州
地
方

の
ふ
た
つ
の
接
触
地
域
に
限
ら
れ
る 。
九
州
対
馬
方
言
の
使
い
手
が
関
与
す
る

注4

ら
し
い
「
改
修
捷
解
新
語』
は 、
『
原
刊
本
捷
解
新
語』
に
「
お
と
こ
(
男)
は

お
い(
負)
ね
う
ふ
わ
い
た
た
き
ひ
ま
う
し
に
お
う
せ
て」
(
四
M
ウ)
と
あ
る

と
こ
ろ
を 、「
お
と
こ
わ
か
る
い
お
な
わ
か
ん
め

ひ
に
ひ
に
い
る
る
こ
う
も
く

お
も
ひ
ま
う
し
に
お
お
せ
て」
(
四
M
ウ)
の
よ
う
に
改
修
す
る 。
人
間
の
動

作
に
は
カ
ル
ウ
を
用
い 、
動
物
を
役
す
る
場
合
に
は
オ
オ
ス
を
用
い
る
事
に
な

注5

ろ
う。
こ
れ
は
例
え
ば
「
オ
ハ
ス:::
牛
馬ニ
物
ヲ
負ハ
ス
ル
1
ヲ
イ
フ」
と

対
応
す
る 。
が
こ
の
場
合 、
動
作
主
に
よ
る
区
別
で
あ
っ
て
対
象
に
よ
る
区
別

で
は
な
く 、
ま
た
現
代
福
岡
方
言
で
も
対
象
に
よ
る
区
別
の
意
識
は
希
薄
で
あ

る 。
こ
の
よ
う
に・
偶
々
九
州
方
言
が
混
入
す
る
文
献
に
対
象
に
よ
る
区
別
が

な
い
事・
カ
ル
ウ
が
九
州
専
用
の
語
で
中
央
語
史
に
用
例
を
見
ず
(
表
1) 、

逆

に
オ
ウ
は
中
央
語
で
用
い
ら
れ 、
従っ
て
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
に
九
州
専
用

の
カ
ル
ウ
と
中
央
語
の
オ
ウ
が
関
与
す
る
と
す
る
と 、
そ
れ
は
中
央
語
史
の
直

接
の
反
映
と
は
考
え
ら
れ
な
い
事・
現
代
の
九
州
北
部
方
言
で
人
か
物
か
の
区

別
意
識
が
希
薄
な
事
な
ど
か
ら 、
L
A
J
解
説
の
よ
う
に
「
オ
ウ
の
勢
力
が
カ

ル
ウ
の
地
域
に
進
展
し
た
た
め
生
じ
た」
と
思
わ
れ 、
史
的
に
は
新
し
い
表
現

と
し
て
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
一
方
東
日
本
で
は
周
辺
の一
部
を
除

き 、
臼・
日
を
区
別
す
る 。
地
図
の
分
布
か
ら
も
こ
の
区
別
は
東
日
本
で
は
相

当
古
く
か
ら
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
九
州
北
部
な
ど
の
臼・
日
の
区
別
が

比
較
的
新
し
い
時
代
に
成
立
し 、
仮
に
譲
っ
て
中
世
末
期
に
ま
で
遡
る
と
し
て

も 、
少
な
く
と
も
中
央
語
と
東
日
本
の
対
比
で
は 、
臼・
日
の
区
別
は
東
西
の

方
言
対
立
の一
典
型
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る 。
と
す
れ
ば
天
正
本
の「
せ
お
ふ」

と
「
お
ん
て」
「
う
ふ
ツ
て」
類
の
対
立
は 、
東
国
語
的
特
徴
と
考
え
ら
れ
な
い

だ
ろ
う
か 。
こ
う
す
る
と
天
正
本
の
「
か
っ
く」

「
せ
お
ふ」
「
う
ふ
ツ
て」
と

い
う、
現
代
も
東
日
本
に
ひ
ろ
が
る
語
形
そ
の
も
の
の
説
明
も
し
や
す
い 。
と

す
れ
ば
「
お
ん
て」
も 、
東
日
本
の
オ
プ・
オ
プ
ウ
と
関
連
さ
せ
て
説
く
ほ
う

が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
四
段
活
用
の
オ
プ
及
び
そ
の
音
便
形
オ
ン
デ
が
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存
在
す
る
事
は 、
宮
地
幸一
氏
が
「
欽
也
の
顔
は:::
沢
の
無
い
頬
が
灰
と
赤

味
を
帯
ん
で
来
た 。
:::
こ
れ
ら
の
人
(
作
家:::
江
口
注)
は
中
部
地
方
で
育

注6

注7

っ
た
人
び
と」
と
指
摘
さ
れ
る 。
ま
た 、
『
全
国
方
言
基
礎
語
集
の
研
究
序
説』

(
側
頁:::
以
下
『
基
礎
語
業』
と
略
称)
に
は 、
「[
岐
阜]
オ
ン
ダ
[
愛
知]
オ

ン
ダ
[
三
重]
オ
ン
ダ」
と
あ
る 。
天
正
本
の
「
お
ん
て」
は
「
負
う
(
オ
ウ
こ

の
促
音
便
形
「
オ
ッ

テ」
で
は
な
く 、
四
段
動
詞
オ
プ
の
媛
音
便
形
オ
ン
デ
と

考
え
ら
れ
よ
う。
現
代
方
言
で
四
段
活
用
の
オ
プ
が
中
部
地
方
に
存
在
し 、
そ

し
て
こ
の
方
言
的
事
実
に
よ
っ
て
解
釈
を
再
考
す
る
事
が
可
能
な
の
で
あ
る

注8

(
奥
村
氏
日
頁
な
ど) 。
も
っ
と
も
現
代
東
北
方
言
で
は
『
山
形
県
方
言
辞
典」
の

よ
う
に
四
段
活
用
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
(「
ウ・
プ
(
四)
(
子
供
を)
お
ん
ぶ
す

る 。
:::

/
オ・
プ
(
四)
お
ん
ぶ
す
る 。
/
ン・
プ
(
四)
:::」) 、

音
便
の
実
際

形
の
記
述
は
な
く 、
現
在
の
東
北
地
方
に
オ
ン
デ
と
い
う
音
便
形
が
あ
る
か
は

不
明
で
あ
る 。
し
か
し
か
つ
て
は
東
北
地
方
に
も
分
布
し
て
い
た
と
推
定
出
来

注9

る 。
天
正
本
が
東
北
地
方
で
成
立
し
た
と
恩
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。
天
正
本
は 、

内
的
に
は
地
名
が
東
北
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
事・
動
詞
の一
段
化
現
象・
促

音
と
媛
音
の
弁
別
の
混
乱・
借
り
る
と
い
う
語
形
の
出
現・
動
詞
の
音
便
形
の

特
異
性 、
ま
た
外
的
に
は
天
正
本
が
東
北
の
佐
内
地
方
で
発
見
さ
れ
た
事
な
ど 、

内
的
に
も
外
的
な
証
拠
か
ら
も
単
に
東
国
と
す
る
以
上
に
東
北

||
そ
れ
も
仙

台
や
秋
田
地
方
の
言
葉
が
混
入
し
て
い
る
事
は
否
め
な
い 。
と
す
れ
ば
「
お
ん

て」
の
存
在
は 、
か
つ
て
東
北
地
方
に
も
四
段
動
調
の
オ
プ
が
存
在
し
て
い
た

証
拠
と
な
ろ
う。
天
正
本
の
「
お
ん
て」
は
以
上
の
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る 。
さ
て
現
在
四
段
活
用
の
オ
プ
は 、
前
述
の
よ
う
に
中
部
地
方一
帯

に
の
み
二疋
の
分
布
を
し 、
O
B
U
U
類
が
関
東
地
方
を
中
心
に
東
日
本
を
覆

っ
て
い
る 。
し
か
し
か
つ
て
東
北
地
方
に
も
四
段
動
調
の
オ
プ
が
あ
っ
た
な
ら

ば 、
現
在
で
こ
そ
中
部
地
方
に
だ
け
残っ
て
い
る
が 、
中
世
末
期
に
は
中
部
地

方
と
東
北
地
方
に
四
段
の
オ
プ
が
存
在
し 、
そ
の
中
間
地
点
に
あ
た
る
地
域
に

オ
プ
ウ
が
あ
っ
た
事
と
な
る 。
こ
れ
は
か
つ
て
は
全
域
を
覆っ
て
い
た
オ
プ
が 、

関
東
地
域
を
中
心
に
発
生
し
た
新
し
い
語
形
オ
プ
ウ
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
と

見
る
べ
き
で
あ
ろ
う。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
天
正
本
の
「
う
ふ
ツ
て」
で

あ
る 。
こ
れ
は
L
A
J
似
の
O
B
U
U
類
と
対
応
し 、
つ
ま
り
天
正
本
の
オ
プ

と
ウ
プ
ウ
と
は
新
旧
の
語
形
が
偶
々
文
献
に
残
っ
た
も
の
と
し
て 、
大
変
貴
重

な
用
例
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
但
し 、
天
正
本
に
お
け
る
オ
プ
か
ら
ウ
プ
ウ
へ

の
交
替
に
際
し
て
は 、
オ
プ
は
例
外
的
に
物
を
対
象
と
す
る
場
合(
前
掲)
も
あ

る
が 、
ウ
プ
ウ
は
人
を
対
象
に
の
み
用
い
ら
れ
る
事
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
う。
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二、
東
国
文
献
の
諸
相
と
中
世
に
お
け
る
分
布

前
節
で
述
べ
た
人
か
物
か
の
区
別
の
面
か
ら 、
様
々
な
文
献
を
調
査
す
る
と
注凶

次
の
よ
う
に
な
る 。
三
河
出
身
の
武
士
大
久
保
忠
教
が
記
し
た
「
三
河
物
語」

に 、
「
背
負
う」
「
担
ぐ」
に
関
す
る
表
現
は
次
の
よ
う
に
現
れ
る
(
数
字
は
『
原

本
三
河
物
語』

の
頁
数) 。

-
「
セ
オ
ウ」
:::

我
モ
早
苗
を
セ
ヲ
イ
テ
(
山)
/
早
苗
ヲ
セ
ヲ
イ
テ

(
山)
/
早
苗
ヲ
セ
ヲ
イ
テ(
山)
/
大
カ
ラ
ウ
ト
ヲ
セ
ヲ
ハ
セ
(
問)
/
カ
ラ

セ
ヲ
ハ
セ
て
(
捌)

・「
帯
ビ
テ」
:::

兄
之
腰
之
立
〉

去
ヲ
見
て 、
ヲ
ピ
テ
ノ
キ
ケ
ル
に(
m)

刊合u

・

\

・
「
カ
ヅ
ク」
・:・:

竹
た
ば
を
か
づ
き
て
(

お)
/
や
り
か
づ
き
共
が
(
お)

こ
の
内「
セ
オ
ウ」
は
「
早
苗」
「
大
唐
橿」
の
よ
う
な
物
の
場
合
に
用
い
ら

ウ
ト
ノ
中
え
老
母
ヲ
入
て 、



「背負 う J r担 ぐ」 の表現
れ 、
「
兄
之
腰
之
立
〉

去」
場
合
に
は
「
ヲ
ビ
テ」
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
こ
の

注目

箇
所
を
「
日
本
思
想
大
系
羽」
は
「
連
れ
て」
と
注
し 、
同
箇
所
を
『
時
代
別

国
語
大
辞
典

室
町
時
代
編一
」
は
上
二
段
動
詞
と
し
て
「
人
や
物
を
背
に
負

っ
た
り
し
て
持
つ」
と
語
釈
す
る 。
し
か
し
四
段
動
調
オ
プ
が
中
部
地
方
で
現

在
で
も「
物
|

セ
オ
ウ
/
人
|

オ
プ」
の
表
現
で
安
定
し
て
用
い
ら
れ 、
『
三
河

物
語』
で
「
物
|

セ
オ
ウ
/
人
|

ヲ
ピ
テ」
と
い
う
区
別
が
あ
る
の
な
ら
ば 、

『
三
河
物
語」
の
「
ヲ
ピ
テ」
は
「
連
れ
て」
の
意
で
は
な
く 、
四
段
動
詞
の
オ

ブ
で
「
人
を
背
に
負
う」
意
で
は
な
か
ろ
う
か 。
こ
れ
は
「
兄
の
腰
が
立
た
な

い」
事
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る 。
こ
の
資
料
の
東
国
方
言
に
つ
い
て
は
い
く
つ

注ロ

か
報
告
が
あ
る
が 、
本
稿
の
検
証
の
結
果 、
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
の
表
現
を

注目

付
け
加
え
る
事
が
出
来
よ
う。
次
に
『
梅
津
政
景
日
記」
に
つ
い
て
で
あ
る 。

こ
の
日
記
の
方
言
的
要
素
は
既
に
迫
野
度
徳
氏
が
「
言
語
の
形
成
に
大
き
く
関

注M

わ
っ
た
の
は 、
ま
ず
常
陸
に
お
い
て
で
あ
っ
た」
と
さ
れ
る 。
こ
の
日
記
に
見

ら
れ
る
「
背
負
う」
「
担
ぐ」
に
関
す
る
表
現
は
次
の
と
お
り
で
あ
る 。

・
「
セ
オ
ウ」
(「
シ
ユ
オ
ウ」)
:::

す
ミ
か
ま
方
炭
せ
ほ
ひ
出
し
候
(
慶
長

十
七
年
十一
月
晦
日)
/
鉛
を
せ
ほ
い
持
参
候(
慶
長
十
七
年
十一
月
晦
日)
/

炭
を
お
と
こ
の
あ
る
か
せ
ほ
ひ
(
慶
長
十
七
年
極
月
十
八
日)
/
も
ち
の
い

ね
三
束
二
把
し
ゅ
お
い
:::

そ
は
に
御
座
候
い
ね
を
し
ゅ
お
い
(
寛
永
八

年
十
月
十
日)
:::

以
下 、
略

・
「
オ
プ
ウ」
:::

近
江
長
右
衛
門
と
申
者:
:・

基
身
煩
気ニ
て 、
十
分一

迄
も 、
う
ふ
わ
れ
罷
出
(
元
和
六
年
九
月
晦
日)

・
「
カ
ツ
ク」
:::

百
性(77)
ニ
御
公
役
か
っ
か
せ
申
候・
・・

此
分
を
武

百
石
之
者
共一一 、
か
っ
き
可
申
候:::
武
十
石
迄ハ
百
性
か
っ
き
候へ
と

:::
武
百
石
之
郷
ニ
十
六
石
か
っ
き
候
事ハ
:::

如
右
十
六
石
之
人
遺
公

役
か
っ
き
候
て 、
(
元
和
三
年
七
月
十
二
日)
:::

以
下 、
略

-
「
ニ
ナ
ウ」
:::

嘗
町
ノ
は
な
太
郎
右
衛
門:::
も
り
岡
ま
て
被
遣
候
へ

ハ 、
死
候
由 、
か
ら
た
を
に
な
い
参
候
(
元
和
五
年
十二
月
廿
三
日)

・
「
オ
ウ」
:::

炭
負
あ
ま
た
参
候
内
(
慶
長
十
七
年
極
月
十
日)
/
過
分
ニ

御
運
上
を
負
(
慶
長
十
九
年
十一
月
十一
日)
/
御
公
儀
之
銀
お
い
不
申
者

(
元
和
四
年
正
月
十
七
日)
/
御
運
上
お
い
之
内
(
元
和
四
年
四
月
七
日)
/
春

役
之
内 、
加
賀
瀬
兵
へ
負
う
せ
跡
(
元
和
四
年
五
月
廿
三
日)
:::

以
下 、

略・
「
カ
ク」
:::

御
乗
物
か
き
六
人

こ
れ
ら
の
対
象
を
整
理
す
る
と 、
「
セ
オ
ウ
(
シ
ユ
オ
ウ)
|

炭
窯・
炭・
稲

な
ど
/
オ
プ
ウ
l

人
/
カ
ツ
ク
|

荷・
負
担
/
オ
ウ

御
運
上・
役
/ニ
ナ
ウ

|
死
体
/
カ
ク

乗
物」
の
如
く
に
な
る 。
「
オ
ウ」
は
「
御
運
上
お
い」
に
端

的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
負
担
の
意
で
あ
る
ら
し
く 、
具
体
的
に
物
を
背
中
や
肩

で
持
つ
動
作
で
は
な
い 。
ま
た
「
カ
ク」
は
「
乗
物
か
き」
の
よ
う
に
名
調
で

の
み
出
現
す
る 。
動
作
の
対
象
と
結
び
付
い
た
慣
用
的
な
言
い
方
で
あ
っ
た
ら

し
い 。
ま
た
「
セ
オ
ウ
(
シ
ユ
オ
ウ
こ
と
「
ニ
ナ
ウ」
と
を
比
較
し
て
み
る
と 、

「
ニ
ナ
ウ」
は
死
体
を
森
岡
か
ら
運
ん
だ
場
面
で
あ
り 、
何
ら
か
の
器
具
で
運
ぶ

動
作
の
よ
う
で
あ
る 。
従っ
て
背
中
で
持
つ
動
作
に
は 、
「
セ
オ
ウ(
シ
ユ
オ
ウ
こ

と
「
オ
プ
ウ」
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
そ
こ
で
こ
の
二
語
は 、
「
セ
オ
ウ(
シ
ユ

オ
ウ
こ
は
物
を
対
象
に
用
い
ら
れ 、
「
オ
プ
ウ」
は
人
を
対
象
に
用
い
ら
れ
る 。

と
す
れ
ば 、
こ
こ
で
も
対
象
が
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
が
あ
る
事
に
な
る 。
そ

も
そ
も
方
言
の
使
い
手
は
方
言
形
を
意
識
的
に
避
け
て
文
書
に
す
る
場
合
が
多

い 。
し
か
し
オ
プ
や
セ
オ
ウ
そ
の
も
の
は 、
中
央
誇
に
も
散
発
的
に
存
在
す
る

語
形
で
あ
っ
た(
後
述)
た
め
に 、
そ
れ
ほ
ど
方
言
意
識
の
抵
抗
の
な
い
ま
ま
用

い
ら
れ
た 。
と
こ
ろ
が
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
そ
の
も
の
が
方
言
的
で
あ
っ
た

た
め 、
偶
発
的
に
文
献
に
形
を
留
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。
こ
の
意
味
で
大

47 



主且]

Jj藍車
竹取物諸
伊事事物語
占今車
土佐日記
�武峯少将物語
平中物語
落寝物語
力、'fろふEllê
字i1t保物語
};刷物語
一三宝絵li.J
源氏物，m

};I.!i西域記
輯福寺麓大主主恩寺
枕草子
相皐式部口記
的遺和歌集
夜の寝党
縄中納�，物語
更級日記
侠衣物語
法修両Ii'.聞書抄
今日物油車

)

ん

j

i--、
喜

F

f
J
 

J

抄
抄

本

江

し
物

語

白

桃
園

年

(

り
保

車
里

民

物
抄
抄
鎌

本

県
持

物
抄

年
八
本

民F2
年
年

本
き
曽

歌
歌

話

抄

遣
知
義

{
国刷

出川
吋鳩山

本
京
本
本

新
華
伝
λ
木

梅

本
聾
五
卜

匝

本
平
二
二

院
な
伊

和
和
理
説

低
記
恰
下
名
車
物
植

物
物
盟
林
凹
原
国
高
記
聾
知
色
列
本
打
抄
抄
人
抄
型
明
京
応
正
頭
本
件
Z
治
H開
空
足
り
版

量
雌
花
広
鏡
闘世
道
治
拡
照
6
京
然
鏡
元
治
学
作
前
榊
岨
E

経
時
般
事
直
正
橋
事
d
河
記
問
文
伊
明
天
鰻
川
易
串
弘、
水
尭
両
ら
月半

金
F

詞
占
AV
鍛
海
下
色

頬
沙
平
徒
別
保
平
ド

刷

韓

関
温
運
漢
水
中
事
E
阿
史
節

ど
天

主2亙亙
語義肩

入間 物 傷 ー + 前・{長・棒状
.之多敵乃使・子・真同規・附領巾制10占非
・主 ・弓.1); ・のろUごと| 山る事

Oうた

.嘆
・そしり・嘆

・調度 ・数 O木の悼
・弓・簸 .嘆

.緬 .嘆 0，.
・91 r-・女チ ・水・経 .罪 O袋・薪

・物 .篠 .そねみ・恨み・かニと・とが
むとき・そしり・疑い・なげ!!

10再生外海
.人・1< C峠 .貰・縫・領貴 ・遣法 1 0 湾 ・前思・ 聖恩
.1ι ・調度・盛 .胡篠 O草

.恨み・もどき

-甜]lJ

肩
物

{
・肢棺縄僻
ooo

 

pD

 

シ」罪•
 

布
杖

納
初

度
米

訓
・
.
綿

物
瓜
・

.

. 糸
子技母

F立
•
•
 

.苫しさ
0行認

車.

e

 

袋

叩

ふ

.

と

h

四

づ

っ

枝

川 !

日
刀

財
杖

錫

住

婚
主

O
C

A

・

A
・F

 

AU

 

-
日

予

備

が
風
り

・

・

が

と
北
入

手

円
手

と

.

.

. 

手
痛

手
燭

f
痛

・

-
-

-
-

H
・

筏

フ

矢

矢

れ

制

度
オ

・
・

4一

・

調
撤
箭

借-

務

篠
フ
負
像
物

ウ
イ
ウ
ウ
ウ

ウ

・

・
ォ・・・

オヲヲヲヲ

ヲ

経
置
肢
金
負
骸
物
置揖
靭
壷
矢
矢

負
負
負
AH
負
矢
矢

臼
袋

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
 

会Mm
E
板

主
食

な

術

さ
光

雄

お
聾

曙i

 

チ
来

官

技

量
釦

仏

判

•

•
•

•

•
 

-如来 F 
.子・甥 .米・剛・筒 .無主

.物 ・ 顕木 ・道
・金
・物・餅・ ・傷・罪
・ 負 ヲ ウ

t:;Ji:.刀.者

今，

 

J'

 

e

 

樋企a'

 

フ司Jセ負

ウ
ウ
ウ
背
フ
フ
フ
フ

写''
nJ
耳ノ
会商
司J
司ノ
nJ
司ノ

負
負
負
ウ
負
負
負
負

.

.

. ヲ

.

.

.

. 

負•
 

。いる べ 占 もの | 凸くる す
• nimotu. funo • xacumotu I ð. taqigui 

comugU1. m 
荷

物

亜

傷

借

・

生
・

-

a

 

o

 

Aυ

 

袋

叩

厳

尺
-
U

I矢
速道壷
X

・
・
・
・
4宵
合

嫡長
蔵

i

伏立地

加

山
・
・

ぜ t

・
トパ
宜
ご
。

児
観
・
・
め
削

椎

女
児
人
子
ひ
V

•

•
•
•
•
•
•
 

地
語

ん
物

頴

む
の

伏
頼
顕
顕

す
ふ
言
山
之
頭
之

つ
吋
宮
廷
・
胃
座
書
頒

む
は
狂
名
顕
在
家
狂
車
寄

て
ふ
脇
太
聾
女
出
車
万
辞

ん
の

蘭

ζ
さ
大
越
虎
明
本
狂
-RH
日

ふくるす

ー ナウ 菜玩

O車の片惜
Oお供え品 O車
0甑・制施
。獅子の庄

0珍曹・供具
0..石

皇ニ盤

。手輿

0長橿

0長帽・輿

0良輔

0良樹
O荷ニナフ権輿白

C指・荷ニナ7 0開ニナフ

本高矢倉

0顕と'1' (矢にて)
$民情

0婚ニナフ

〈下機ニナフ

0婚・向ニナフ
$輿・rll憎・体

0
C 
向鎗ニナフ

荷・婚ニナプ 事県行輿

-日興
m量 $手ill:

O戟・笠(肩ニ}
O何・婚ニナウ .j/.刊輿
0搬・侍ニナウ
0

O
。
荷

梅
情 ーナウ

-荷ニナウ . f事
界
t " 輿

ニナフ * 付開
O
O
符 荷婚

機
ニ円・吋? 市 カク

街・ ニナフ $
界

引輿
0

0 
0 

街・婚ニナフ -鼻抑開
指・何ニナフ .j/.引瞬
荷ニ+・措ニ叫

a 

即

断

J

右
で
秤

J

(
ほ
天

剖

昆

O

(

m

r然
箱
水

N

O

た
し

O

O

l--

かや
Illl1
a

・
ぱ

目

万
傘
酒

川崎

蓮
盾
・
い

山

鑓
合格
・
屋
か
柿
e

-
膚弓
茶
・
渋
mv

材
・
・
・
傘
・
同

本
弓
倒
置
唐
使
Q

A
A
A
A
A
A

A
 

$まな仮
* Caqi. 

u 
.オフ Oニナフ $カク Aカタグ Oニナイカタグ 合セオウ .ウチカツグ{カヅク)

48 



「背負うJ í担ぐJ の表現

変
貴
重
な
例
と
い
え
よ
う。

さ
て
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
室
町
時
代
末
期・
江
戸
時
代
初
期
に 、
中
部

地
方(
三
河
物
語)
で
は
「
セ
オ
ウ
|

物
/
オ
プ
|

人」 、
関
東
地
方(
梅
津
政
景

日
記)
で
は
「
セ
オ
ウ
(
シ
ユ
オ
ウ)
|

物
/
オ
プ
ウ
|

人」 、
東
北
地
方(
天
正

本)
で
は
「
セ
オ
ウ・(
オ
プ)
|

物
/
オ
プ・
オ
プ
ウ
!

人」
と
い
う、
人
か

物
か
に
よ
る
区
別
が
分
布
し
て
い
た
ら
し
い 。
更
に
中
部
地
方
で
現
在
と
同
様

に
四
段
動
詞
オ
プ
が
安
定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
事・
関
東
地
方
で
既
に
オ
プ

ウ
や
シ
ョ
ウ
が
成
立
し
て
い
た
事・
東
北
地
方
で
オ
プ
の
他
に 、
オ
プ
ウ
が
出

現
し
て
い
た
事・
東
北
地
方
で
は
オ
プ
の
場
合
に
対
象
を
物
と
す
る
例
外
が
見

ら
れ
る
が 、
オ
プ
ウ
は
例
外
を
持
た
な
い
事
な
ど
の
点
で
注
目
さ
れ
る 。
し
か

し
こ
れ
ら
の一
部
は
既
に
蜂
谷
清
人
氏
が
「
天
正
狂
言
本
に 、
背
負
ウ
の
意
で

注目

「
う
ぷ
ふ」
(「
お
ぶ
ふ」

の
転)
の
例
の
見
ら
れ
る
事
に
注
意
さ
れ
る」
と
言
わ
れ

た
事
と
大
き
な
隔
た
り
を
持
た
ず 、
と
り
た
て
て
目
新
し
い
事
で
は
な
い
と
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い 。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
「
う
ぷ
ふ」
と
い
う
単

独
の
語
形
の
指
摘
よ
り
も 、
上
述
の
と
お
り
対
象
が
人
か
物
か
で
区
別
し 、
平

行
し
て
こ
の
表
現
が
文
献
に
出
現
す
る 、
ま
さ
に
こ
の
点
で
は
な
か
ろ
う
か 。

オ
プ・
オ
プ
ウ・
セ
オ
ウ
等
の
語
形
の
指
摘
は 、
こ
の
面
で
の
位
置
付
け
が
必

要
に
思
う。
し
か
も
こ
の
表
現
は
次
に一示
す
よ
う
に
中
央
語
史
に
は
な
く 、
史

的
に
長
く

続
い
た
東
西
の
方
言
対
立
で
も
あ
る
よ
う
な
の
で
あ
る 。

中
央
語
の
「
背
負
う」
表
現
と
「
担
ぐ」
表
現
を 、
そ
の
動
作
の
対
象
別
に

分
類
す
る
と
表
l

の
如
く
に
な
る 。
表
中
「
背
負
う」
表
現
に
は
対
象
が
人
か

物
か
に
よ
る
区
別
を
見
出
せ
な
い 。

-
対
象
が
人
の
場
合:
・

「
雄
自
毛
能
負
見
抱
見」
万
葉
集
四
八一
・「[

短
ど

も
が]
か
ぎ
り
な
く
よ
ろ
こ
び
て
負
は
れ
に
り
り」
大
和
物
語・「
子
負
ひ

て
出
来
た
る」
枕
草
子・
「
ヲ
ヒ
タ
リ
ケ
ル
子」
法
華
百
座
間
書
抄・
「[
母

ハ]
子
ニ
負
レ
ヌ」
今
昔
物
語

-
対
象
が
物
の
場
合:::「
あ
つ
ま
お
と
こ
の
こ
し
に
も
の
お
へ
る」
「
け
ふ
の

よ
そ
ひ
い
と
な
ま
め
き
て
ゃ
な
く
ひ
な
と
お
ひ
て」
源
氏
物
語・
「
黒
み
た

る
も
の
の 、
調
度
負
ひ
て
走
ら
せ
て
く」
か
げ
ろ
ふ
日
記・「
ゃ
な
ぐ
ひ
を

ひ
て」
宇
津
保
物
語・
「
オ
モ
ク
タ
エ
カ
タ
キ
物
ヲ
オ
ヒ
テ」
法
華
百
座
聞

書
抄・
「
我
レ
モ
調
度
負
ヒ」
今
昔
物
語

の
よ
う
に
で
あ
る 。
こ
の
点
か
ら
し
て 、
中
央
語
で
は
対
象
が
人
か
物
か
で
区

別
す
る
事
は
上
代
よ
り
な
か
っ
た
ら
し
い 。
た
だ
散
発
的
に
セ
オ
ウ
が
出
現
す

る
事
は
あ
る 。
『
辺l
家
物
語」
で
「
盛
嗣」
が
「
義
経」
を
あ
ざ
け
っ
て
「
根
料

せ
を
う
て
奥
州
へ
お
ち
ま
ど
ひ
し
小
冠
者
が
事
か」・
『
書
言
字
考
節
用
集』(
背

負
セ
ヲ
フ)・
「
日
葡
辞
書」・
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集』
に
出
現
す
る
の
が
そ
れ

で
あ
る 。
『
平
家
物
語』
の
場
合 、
所
謂「
軍
記
物」
で
あ
る
事
が
注
目
さ
れ
る 。

軍
記
物
に
東
国
語
的
特
徴
が
散
見
す
る
の
は
奥
村
氏
の
指
摘
に
も
あ
り
(
前
掲

書
問
頁
以
下) 、
表
現
効
果
を
狙
っ
た
と
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か 。
ま
た

注凶

『
書
言
字
考
節
用
集』
(
槙
島
昭
武)
に
は
東
国
語
が
関
与
す
る
と
思
わ
れ
る 。
一

方
『
日
葡
辞
書』
に
は
「
×
2or
0・
0
E」
と
あ
り 、
ま
た
『
虎
明
本
狂
言』

に
二
例「
こ
の
っ
ぽ
に
と
う
ど
お
さ
め
て 、
せ
な
か
に
き
っ
と
せ
お
ふ
て」
(
茶

つ
ぽ)・
「
ふ
く
ろ
を
と
り
て 、
せ
お
ふ
て」
(
か
う
じ
だ
わ
ら)
と
あ
り 、
中
央
語

で
も
時
代
が
下
る
と
散
発
的
に
セ
オ
ウ
は
用
い
ら
れ
た
ら
し
い 。
こ
れ
は
近
世

以
降 、
東
国
語
に
影
響
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
(
奥
村
氏
ω-
W・

市
頁) 。
現
在
の
近
畿
南
部
で
「
オ
ウ
|

物」
対
「
セ
タ
ラ
オ
ウ
|

人」
と
い
う

区
別
が
あ
る
が 、
セ
タ
ラ
オ
ウ
と
い
う
語
の
出
現
時
期
は
近
世
以
降・
前
代
の

東
国
文
献
の
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
に
時
期
的
に
遅
れ
る・
セ
タ
ラ
オ
ウ
と
い

う
語
構
成
は
セ
オ
ウ
を
中
央
語
風
に
言
い
換
え
た
も
の・
早
く

安
房
園
出
身
の
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日
蓮
の
文
章(
後
述)
に
セ
オ
ウ
が
出
現
し
て
い
る 、
な
ど
の
理
由
が
あ
る
か
ら

で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に
中
央
語
の
文
献
の
セ
オ
ウ
は 、
表
現
効
果・
東
国
語
の

介
入・
東
国
語
の
影
響
な
ど
に
よ
る
と
思
わ
れ 、
こ
れ
を
除
け
ば
中
央
語
で
は

中
世
末
期
に
セ
オ
ウ
は
さ
ほ
ど
勢
力
を
有
し
な
か
っ
た
ら
し
い 。
そ
し
て
何
よ

り
も
重
要
な
事
は 、
譲
っ
て
中
央
語
の
俗
語・
口
頭
語
の
中
で
盛
ん
に
行
わ
れ

た
と
し
て
も 、
セ
オ
ウ
が
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
に
関
与
し
な
か
っ
た
と
い
う

事
実
で
あ
る 。
中
央
語
で
は
「
背
負
う」
表
現
は
上
代
か
ら
中
世
末
期
ま
で一

貫
し
て 、
一
つ
の
纏
ま
り
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る 。
「
語
棄
の
体
系」
と
い
う

用
語
が
あ
る
が 、
同
じ
動
作
で
あ
り
な
が
ら一
方
は
対
象
に
よ
り
二
つ
の
語
形

を
用
意
し 、
一
方
は一
つ
の
語
形
で
す
ま
す
と
い
う、
こ
の
よ
う
な
現
象
こ
そ

が
語
集
の
体
系
の
相
違
と
い
え
は
し
な
い
か 。
従
っ
て
天
正
本
の
よ
う
に 、
人

か
物
か
の
区
別
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
東
国
語
文
献
と
出
来 、
言
語
指
標
の一
つ

注げ

た
り
う
る
よ
う
に
思
う。
さ
て
東
日
本
に
分
布
す
る
オ
プ
と
オ
プ
ウ
と
を
比
較

し 、
オ
プ
の
ほ
う
が
古
い
語
形
で
あ
ろ
う、
九
州
北
部
地
方
な
ど
の
人
か
物
か

の
区
別
は
新
し
い
も
の
で
あ
ろ
う、
と
い
う
事
は
現
在
の
方
言
分
布
で
も
あ
る

程
度
は
い
え
る 。
前
述
の
よ
う
に
解
釈
の
再
考
が
可
能
な
の
も 、
方
言
に
実
在

す
る
事
の
証
拠
能
力
の
大
き
さ
を
物
語
る 。
し
か
し
逆
に
人
か
物
か
に
よ
る
区

別
が
東
西
対
立
の
典
型
で
あ
り 、
こ
の
表
現
に
関
与
す
る
セ
オ
ウ・
オ
プ
が
中

央
語
史
に
も
僅
か
な
が
ら
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る 。
何
故
西
日
本
で
は
人
か
物

か
で
区
別
し
な
か
っ
た
の
か 、
東
日
本
で
区
別
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は 、
延

い
て
は
何
故
東
西
の
対
立
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
や
は
り一
考
の
余
地
が

あ
ろ
う。
方
言
国
語
史
が
現
代
方
言
の
事
実
を
利
用
し
て(
京
都
を
中
心
と
し
た

狭
義

の)
国
語
史
の
再
構
を
試
み
る
な
ら
ば(
奥
村
氏
5
頁) 、
逆
に
狭
義
の
国
語

史
と
現
代
諸
方
言
の
違
い
の
理
由
は 、
方
言
国
語
史
の
排
反
事
象
と
し
て一
日一

は
考
え
て
お
く
べ
き
問
題
の
よ
う
に
恩
わ
れ
る 。
こ
れ
に
は
既
に
奥
村
氏
前
掲

書
(
M-
UA・
m-
m・
間
以
下-
m-
m
頁
な
ど)
に
答
え
の一
端
が
示
さ
れ
て

い
る
が 、
地
方
独
自
の
変
化・
地
方
独
自
の
論
理
(
奥
村
氏
W-
m
頁
に
は
「
潜

在
的
下
地」
と
あ
る)
と
い
う
点
も
自
律
的
な
課
題
と
し
て
重
要
に
思
う。
同
じ

言
語
的
圧
力
が
か
か
っ
て
も 、
そ
の
反
応
は
地
方
毎
で
異
な
る
場
合
が
あ
る
か

注目ら
で
あ
る 。
そ
し
て
天
正
本・
「
三
河
物
語」
の
よ
う
に 、
地
方
の
言
語
と
い
う

観
点
で
の
み
事
実
に
則
し
た
解
釈
が
出
来
る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
(
奥
村

氏
6
頁) 。
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三、
「
セ
オ
ウ
対
オ
プ
ウ」
の
成
立

そ
こ
で
東
日
本
で
何
故
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
が
あ
る
の
か 、
と
い
う
問
題

で
あ
る 。
こ
の
問
題
の
前
に
こ
の
区
別
は
中
央
語
の
反
映
で
は
な
く 、
東
日
本

で
古
く

独
自
に
発
達
し
た
蓋
然
性
が
高
い
事
を
示
し
て
お
こ
う。
第一
に
古
い

東
国
語
文
献
に
明
確
な
区
別
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る 。
例
え
ば
日
蓮
の
文

注目書
は
次
の
如
き
状
態
で
あ
る
(
・
は
真
蹟

の
も

の) 。

オ
ウ
・:[

天
台
大
師]
路
珍
行
キ
給
え
ば
負
奉
給
天

||
天
台
大
師(
善
無
畏

紗)
/
乾
草
を
負
て

||
乾
草(
関
目
抄)
/
.
野
干
の
な
き
の
己
が
身
に
を
う

な
る
や
う
に

||
鳴(
撰
時
抄)
/
・
大
石
を
負
て

||
大
石
(
撰
時
抄)
/
天

台
よ
り
も
高
僧
老
僧
に
て
お
は
せ
し
が 、
わ
ざ
と
人
の
み
る
と
き
を
ひ
ま
い

ら
せ
て
河
を
こ
へ

||
高
僧
老
僧(
報
恩
抄)
/
文
を
甲
に
負
て

||文(
太
田

左
衛
門
尉
御
返
事)
/
せ
な
か
に
を
ふ
べ
き
ぞ

||
弘
ん
者
(
諸
法
賓
相
紗)
/

く
ま
ら
ゑ
ん
三
蔵
と
申
せ
し
人
を
ば
木
像
の
釈
迦
を
わ
せ
給
て

||
く
ま
ら

ゑ
ん
(
乙
御
前
御
消
息)

セ
オ
ウ:::
銭
の
山
を
せ
を
は
せ
て

||
銭
の
山
(
回
向
功
徳
紗)
/
・
ひ
つ
を

し
を
わ
せ

||
檀
(
千
日
尼
御
前
御
返
事)



「背負うJ í担ぐ」 の表現
ニ
ナ
ウ:::
・
須
菊
山
を
も
に
な
ひ
ぬ
ぺ
し
ゃ

||
須
菊
山(
撰
時
抄)
/
法
華

経
を
よ
く
よ
く
信
じ
た
ら
ん
男
女
を
ば 、
肩
に
に
な
ひ 、
背
に
お
う
べ
き
よ

し

||
男
女(
乙
御
前
御
消
息)
/
大
山
を
に
な
て

||
大
山(
破
良
観
御
書)
/

二
の
足
の
人
を
に
な
へ
る
が
如
く

||
人
(
兵
衛
志
殿
御
書)
/
・
二
人
の
を

の
こ
ご
に
こ
そ
に
な
わ
れ
め
と

||
母
(
上
野
鮫
母
尼
御
前
御
返
事)
/
彼
に

に
な
は
れ

||
母
(
光
目
上
人
御
返
事)
/
を
や
は
死
て
子
に
に
な
わ
る

||

親
(
上
野
殿
御
書)

日
蓮
の
「
し
を
わ
せ」
は 、
こ
の
時
代
に
既
に
関
東
を
中
心
に
「
シ
ョ
ウ」

が
成
立
し
て
い
た
と
み
て
良
さ
そ
う
で
注
目
さ
れ
る 。
更
に
こ
こ
で
は
特
に
セ

オ
ウ
の
対
象
が
物
(
銭

の
山・
植)
の
み
で
あ
る
事
に
注
目
さ
れ
よ
う。
日
蓮
の

文
は
必
ず
し
も
口
語
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
う
が 、
偶
々
現
れ
る
セ
オ
ウ
が
物

を
対
象
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば 、
こ
の
時
代
の
こ
の
地
域
の
話
言
葉

と
し
て
は
人
か
物
か
の
区
別
が
あ
っ
た
が
文
章
に
は
偶
々
現
れ
な
か
っ
た
だ
け

か
も
し
れ
な
い 。
従
っ
て
こ
の
場
合
は 、
古
く
は
人
か
物
か
の
区
別
が
な
か
っ

た
と
い
う
結
論
は
導
き
出
せ
な
い
か
も
し
れ
な
い 。
第
二
に 、
L
A
J
臼・
臼

で
岩
手・
関
東・
佐
渡・
静
岡
等
の一
部
分
に 、
人
対
物
を
区
別
せ
ず
そ
れ
が

比
較
的
周
辺
部
に
散
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る 。
か
つ
て
は
人
か
物
か
で
区
別

を
せ
ず
そ
の
後
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め 、
こ
の
よ
う
に
分
布
す
る
と
考

え
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う。
更
に
第
三
に
オ
プ
ウ
の
成
立
を
考
え
る
事
で 、
人

対
物
の
区
別
が
本
来
的
で
は
な
い
と
い
え
る
よ
う
に
思
う。
既
述
の
如
く
オ
プ

ウ
は
四
段
動
調
オ
プ
か
ら
生
じ
た
語
形
で
あ
る 。
オ
プ
と
オ
プ
ウ
の
違
い
は 、

天
正
本・
『
梅
津
政
景
日
記」
に
あ
る
と
お
り 、
オ
プ
ウ
は
人
を
対
象
と
し
て
の

注初

み
用
い
ら
れ
る
点
に
あ
ろ
う。
東
国
語
資
料
の
『
雑
兵
物
語」
に
出
現
す
る
オ

プ
ウ
の
例
「
お
れ
が
旦
那
が
手
負
た
ん
ぺ
い
時 、
背
中
に
う
ぶ
っ
て
か
ら
げ
ぺ

い
と
思
っ
て」
(
下一
五
ウ)
も
人
に
の
み
用
い
ら
れ
る 。
一
方
オ
プ
が
人
以
外

に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
ま
ま
あ
る
事
は 、
前
掲
天
正
本
の
と
お
り
で
あ
る 。
そ

し
て
実
は
こ
の
ほ
う
が
古
い
日
本
語
の
オ
プ
の
用
法
と一
致
す
る
よ
う
な
の
で

あ
る 。
『
万
葉
集』
に
「
波
利
夫
久
路
態
解
都
都
気
奈
我
良」
(
四
二ニ
O)
と

あ
り 、
元
来
オ
プ
は「
腰
に
巻
い
て
持
つ」
「
身
に
つ
り
る」
と
い
う
意
味
だ
っ

た
ら
し
い 。
こ
れ
は
「
帯(
お
び
こ
と
い
う
名
詞
形
に
よ
っ
て
も
推
定
出
来
る 。

こ
の
オ
プ
が
東
国
で
は
人
を
対
象
と
す
る
動
作
に
次
第
に
固
定
化
(
意
味

の
核

へ
と
転
化)
し 、
人
に
は
専
ら
オ
プ
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い 。
天
正
本

の
オ
プ
の
例
外
的
用
法
は 、
人
か
物
か
の
区
別
が
完
成
す
る 、
ま
さ
に
直
前
の

様
相
と
い
え 、
そ
し
て
オ
プ
ウ
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
る
事
で
人
か
物
か
に
よ
る

区
別
が
完
全
に
定
着
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か 。
こ
の
区
別
の
完
成
に
オ
プ
ウ

注引

が
強
力
に
働
き
か
け
た
事
は 、
野
林
氏
の
報
告
に
よ
っ
て 、
オ
ブ
ウ
が
分
布
す

る
地
域
に
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
の
傾
向
が
特
に
強
い
と
い
う
事
か
ら
も
裏
付

け
ら
れ
る 。
但
し
オ
プ
を
人
だ
け
に
用
い
る
よ
う
に
な
る
に
は
地
域
的
な
差
異

が
あ
り 、

例
え
ば
中
部
地
方
等
で
は
『
三
河
物
語』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
相
当

に
早
か
っ
た
ら
し
い 。
現
在
で
も
こ
の
地
方
で
は
人
か
物
か
に
よ
る
区
別
の
傾

向
が
強
い
か
ら
で
あ
る 。

四、
「
担
ぐ」
表
現
に
つ
い
て

|京
西
方
言の
対立
||

何
故 、
東
西
で
「
負
う」
表
現
の
「
語
業
の
体
系」
が
相
違
す
る
の
か 、
と

注n

い
う
問
題
と
関
連
し
て 、
物
を「
担
ぐ」
表
現
に
触
れ
て
お
き
た
い 。
「
背
負
う」

語
集
と
「
担
ぐ」
語
集
と
が
純
粋
に
「
語
集
の
体
系」
を
な
す
と
は
思
わ
な
い

が 、
抽
象
物
(
例
え
ば
嘆
き・
そ
し
り・
恋)
を
対
象
と
す
る
場
合
オ
ウ
と
ニ
ナ
ウ

と
が
体
系
を
な
す
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
し
て
動
作
と
し
て
の
関
連
が

あ
り 、
そ
の
た
め
か
こ
の
場
合
も
東
西
対
立
を
示
し 、
同
じ
東
西
対
立
を
示
す

「
負
う」
動
作
と
の
関
連
性
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る 。
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ま
ず
現
代
の
東
日
本
方
言
で
は
「
カ
ヅ
ク」
(
日
本
海
側一
帯・
中
部・
千
葉・

伊
豆・
三
宅
島
等

の
周
辺
部)
或
は
「
カ
ツ
グ」
で
出
現
す
る
(
L
A
J
捌-
m) 。

周
辺
部
に
カ
ヅ
ク
が
分
布
し 、
こ
れ
を
分
断
す
る
よ
う
に
カ
ツ
グ
が
分
布
し
て

い
る
の
で 、
カ
ヅ
ク
が
古
く
カ
ツ
グ
が
新
し
い
よ
う
で
あ
る 。
文
献
で
は
清
濁

が
不
明
だ
が
天
正
本(
前
掲)・
『
梅
津
政
景
日
記』
等
に
「
か
っ
く」
(
前
掲) 、

濁
点
の
あ
る
形
で
『
三
河
物
語』
に
「
カ
ヅ
ク」
(
前
掲)
と
し
て
現
れ 、
こ
れ

は
現
代
の
方
言
分
布
と
良
く

対
応
し
て
い
る 。
従
っ
て
東
国
で
は
「
担
ぐ」
表

現
は 、
中
世
末
期
に
既
に
カ
ヅ
ク
或
は
カ
ツ
グ
が
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
ら
し

い 。
次
に
カ
ヅ
ク
と
カ
ツ
グ
の
意
味
の
面
は 、
「
山
形
県
方
言
辞血(』
に「
カ
ヅ・

ク(
四)
①
〈
被
ぐ〉
か
ぶ
る:::」・
「
カ
づ
ギ
〈
被
着〉
葬
式
に
婦
人
が
頭
か

ら
か
ぶ
る
白
被
衣」
と
あ
り 、
こ
れ
は
後
述
の
中
央
語
の
カ
ヅ
ク
の
意
味
と一

致
す
る
の
で 、
東
国
に
も一
旦
は
カ
ツ
ク
が
「
潜
る
/
被
る」
意
で
取
り
入
れ

ら
れ
た 。
文
献
で
も
「
梅
津
政
景
日
記」
に
「
カ
ッ
カ
ス」
で
「
潜
っ
て
取
る」

意
と
思
わ
れ
る
場
面
が
あ
る(「
あま
共
入
候て
あ
わ
ひ
ヲ
か
っ
か
せ 、
料
理
由叩
候」

元
和
七
年
六
月
十
四
日) 。
ま
た
L
A
J
や『
基
礎
語
糞』
(
側
頁)
に
よ
れ
ば 、
カ

ヅ
ク
と
カ
ツ
グ
の
二
つ
が
対
立
せ
ず
共
に
「
担
ぐ」
意
の
地
減
も
あ
る
(
栃
木

等) 。
つ
ま
り
東
日
本
で
は
中
央
語
の
伝
播
に
よ
り
カ
ヅ
ク
は「
潜
る
/
被
る」

意
で
用
い
ら
れ
た
が 、
そ
の
後
カ
ヅ
ク
と
カ
ツ
グ
の
間
で
語
形
が
揺
れ 、
後
に

「
肩
で
支
え
て
持
つ」
意
に
大
き
く

転
じ
た
と
考
え
ら
れ
る 。

一
方
西
日
本
に
お
い
て
は
ニ
ナ
ウ・
カ
タ
グ・
カ
ラ
ウ
等
が
分
布
し 、
語
形

と
意
味
と
が
複
雑
で
あ
る 。
こ
れ
は
中
央
語
史
の
複
雑
な
変
遷
を
そ
の
ま
ま
反

映
し(
奥
村
氏
侃
頁) 、
ま
た
地
減
独
特
の
語(
カ
ラ
ウ
等)
が
介
入
す
る
か
ら
で

あ
ろ
う。
さ
て
中
央
語
で
「
担
ぐ」
表
現
は
古
く
は
「
ニ
ナ
ウ」
で
表
さ
れ
た

(「
字
麻
爾
古
非
許
婆
爾
奈
比
安
倍
牟
可
母」
万
葉

集
四
O
八
三
・「
手
輿つ
く
ら
せ

給
て
に
ょ
う
/\
に
な
は
れ
て
家に
入
給ぬ
る
を」
竹
取
物
語
・「
な
が
び
っ
に
に
な

ひ
つ
ず
け
て
お
こ
せ
た
り」
土
佐
日
記) 。
そ
し
て
抽
象
物
を
対
象
と
す
る
場
合 、

「
恋」
「
歌」
な
ど
良
い
意
味
で
の
負
担
は
ニ
ナ
ウ
で
表
し(「
人
こ
ふ
る
事
を
お
も

に
と
に
な
ひ
も
で」
古
今
和
歌

集・「
こ
の
うみ
べ
に
て
に
な
ひ
い
だ
せ
る
う
た」
土
佐

日
記) 、
「
嘆」
「
呪
い」
「
そ
し
り」
等
の
悪
い
意
味
で
の
負
担
は
オ
ウ
で
表
す
と

い
う
使
い
分
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か(「
人
の
の
ろ
ひ
ご
と
は、
負
ふ
物に
や

あ
ら
む」
伊
勢
物
語・「
人
の
な
げ
き
お
い
た
ま
は
ず」
字
津
保
物語・「
人
の
な
げ
き

をい
た
づ
ら
に
お
ふ
もい
と
を
し」
大
和
物
語
・「
我ヲ
モ
キ
罪ヲ
オ
ヒ
テ」
三
宝
絵

詞・「
か
ろ
/\
し
き
そ
し
り
を
や
お
は
む
と」
源
氏
物
語
梅
枝・「
世
の
う
ら
み
を
負

ひ」
夜

の
寝
覚) 。
漢
文
訓
読
文
に
お
付
る
「
荷」
字
と
「
負」
字
の
固
定
的
な
訓

読(
前
者
はニ
ナ
フ、
後
者
は
オ
フ)
が
結
果
と
し
て
生
じ
さ
せ
た
用
法
か
も
し
れ

な
い
(「
人 、
再
生
を
荷(ニ)
ナ
フ」
大
唐
西
域
記
序・「
前
恩ヲ
荷(ヒ)
テ」
興
福
寺

蔵大
慈
恩
寺三
歳
法
師
傍C
点 、「
繁
春ヲ
負(ヒ)
て」
興
福
寺
蔵大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師

停
C
点 、
「
遣
法
ヲ
負ヒ
荷(ヒ)
テ」
興
福
寺
蔵大
慈
思
寺三
蔵
法
師
傍
C
点) 。
現
代

語
で
も
「
栄
光」
をニ
ナ
ヒ 、
「
義
務」
を
オ
ウ
の
は
こ
の
用
法
の
名
残
の
よ
う

に
思
わ
れ
る 。

中
世
に
入
り 、
肩
に
物
を
直
接
当
て
て
持
つ
場
合
に
は
カ
タ
グ
が
用
い
ら
れ

(「
錫
杖ヲ
ウチ
カ
タ
ケ
テ」
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石

集・「
く
る
す
をか
た
げ」
ど
ち

り
な
き
り
し
た
んて
そ
の
内
「
輿」
「
車」
な
ど
棒
な
ど
を
肩
に
当
て
二
人
以
上

で
協
同
し
て
持
つ
場
合
に
は 、
カ
キ
オ
フ
な
ど
の
複
合
語
か
ら
カ
ク
と
い
う
専

用
の
語へ
と

細
分
化
し
た
(「[
相
感
和
尚
を]
か
き
負ひ
給て」
字
治
拾
遺
物語
↓

「
唐
栂
数
多
界か
せ
て」
義
経
記・「
車
競ハ
テ
ク
ル
マ
テ
小
車
ナレハ
手カ
キニ
ス
ル

ソ」
蒙
求
抄) 。
ニ
ナ
ウ
は
カ
タ
グ
の
隆
盛
と
と
も
に
次
第
に
単
独
の
用
法
を
狭

め、
複
合
語
中
に
化
石
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り(「
こ
れ
に
い
る
べ
き
も
の

をに
な
ひ
か
た
げ
な
ど
す
る
事ハ」
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
・「
右
のか
た
に
に
な
い
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も
ち
い
で
て」
虎
明
本
狂
言「
せ
ん
じ
物」) 、
中
世
末
期
に
は
天
秤
棒
ゃ
に
な
い
茶

屋・
振
分
荷
物
な
ど、
棒
な
ど
を
肩
に
直
接
当
て
て
持
つ
場
合
に
の
み
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る(「つ
よ
き
に
水
を[
天
秤
棒
で]
に
な
は
せ
よ」
虎
明
本
狂
言「つ

う
ゑ
ん」
・「
か
た
/\に
ほ
で 、
に
な
ひ
てい
づ
る」
虎
明
本狂
言「
船
渡
鐸」) 。
こ

こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が、
中
央
語
の
文
献
に
は
「
担
ぐ」
意
の
カ
ヅ
ク・
カ
ツ

グ
を
容
易
に
ひ
ろ
え
な
い
事
で
あ
る。

「
郎
等
ま
で
に
も
の
か
づ
け
た
り」
土
佐
日
記・「
う
ら
み
こ
し

そ
む
か

ま
ほ
し
き

世
な
り
と
も
み
る
め
か
づ
か
ぬ

あ
ま
に
な
る
な
よ」
多

武
峯
少
将
物
語・
「
笠
も
と
り
あ
へ
で

袖
を
か
づ
き
て
か
へ
る
ば
か
り」

落
窪
物
語・
「
単
衣
ぬ
ぎ
て
か
づ
く」
か
げ
ろ
ふ
日
記・
「
公
家ニ
ハ
ヒ
ロ

キ
錦
ヲ
カ
ツ
ケ
タ
マ
フ」
三
宝
絵
調・
「
っ
き
は
い
と
し
ろ
き
に
く
ろ
き
物

を
か
っ
き
て」
源
氏
物
語・
「
う
ら
め
し
ゃ

興
津
玉
も
を
か
つ
く
ま
で

磯
か
く
れ
け
る

あ
ま
の
心
よ」
源
氏
物
語・
「
是
に
蒙
(
カ
ツ
ゲ
ル)
衣

ヲ
[
を]」
大
唐
西
域
記
第
四・
「
雪
の
降
り
し
き
た
る
に
か
づ
き
て
参
る

も
を
か
し
う
見
ゆ」
枕
草
子

ほ
か、
大
量
の
カ
ツ
グ・
カ
ヅ
ク
が
あ
る
が、
全
て
「
被
る
/
潜
る」
の
意
で

用
い
ら
れ
例
外
が
な
い。
つ
ま
り
中
央
語
の
文
献
で
カ
ヅ
ク・
カ
ツ
グ
は
表
2

に
み
ら
れ
る
よ
う
に、
古
く
は
「
珠
洲
乃
安
麻
能
於
伎
都
美
可
未
忽
伊
和

多
利
豆

可
都
伎
等
流
登
伊
布

安
波
批
多
麻」(
万
葉
集
四一
O
ニ
の
よ
う
に

「
潜
る」、
「
女
の
装
束
か
づ
け
ん
と
す」
(
伊
勢
物
語)
の
よ
う
に
「
被
る」
の
二

つ
の
用
法
が
あ
っ
た(
誇
義
の
本
来
的
区
別
の
有
無
は
不
明)。
『
古
今
和
歌
集』
に

「
か
っ
け
と
も(
声
点
本
で
第
三
音
節
濁
声
点
の
も
の
と
第二
音
節
濁
声
点
の
も
の
が

あ
る)
な
み
の
な
か
に
は

さ
く
ら
れ
て
か
せ
ふ
く
こ
と
に

う
き
し
つ
む

た
ま」「
ゆ
き
と
み
て
ぬ
れ
も
や
す
る
と

さ
く
ら
は
な
ち
る
に
た
も
と
を

か
っ
き
つ
る
か
な(
声
点
本
で
第二
音
節
濁
声
点)」・
「
い
せ
の
あ
ま
の

あ
さ
な

ゆ
ふ
な
に

か
つ
く
て
ふ
(
声
点
本
で
第二
音
節
濁
声
点)

み
る
め
に
ひ
と
を

あ
く
よ
し
も
か
な」
の
よ
う
に
カ
ヅ
ク・
カ
ツ
グ
間
で
語
形
の
揺
れ
が
あ
り、

続
い
て
『
日
葡
辞
書』
「わ
え
2m
E
カ
ツ
ギ
(
被
衣)
婦
人
の
マ
ン
ト・
下(
×)

の
語-
n白NNC
企
(
被
衣)
と
言
う
方
が
ま
さ
る・
門
主
2
明Hy
mF
Z
E白・
カ
ツ

ギ、
グ、
イ
ダ(
被
ぎ、
ぐ、
い
だ)
頭
に
か
ぶ
る・
本
来
の
正
し
い
語
は、
(い白NNC
門子

宮(
被
き、
く)
で
あ
る」
と
あ
る
よ
う
に、
カ
ヅ
ク
/
カ
ツ
グ
は
「
被
る」
意

で
専
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る。
更
に
現
代
西
日
本
で
「
潜
水
す
る。
水
に

も
ぐ
る」
或
は
「
帽
子
な
ど
を
頭
に
か
ぶ
る」
意
で
カ
ヅ
ク
/
カ
ツ
グ
が
用
い

ら
れ
(
21
国
方
言
辞
典
②』
m-
m
頁)、
ま
た
九
州
方
言
が
混
入
す
る
『
交
隣
須

知』
に「。一
零
叫
す
主時。PE
旦ouえ
カ
ツ
キ
ス
ル
ヨ
ウ
ソ」
(一
%)
と
あ
り「
水

中
に
潜っ
た
様
子
だ」
と
訳
す。
つ
ま
り
カ
ヅ
ク
/
カ
ツ
グ
は
「
担
ぐ」
の
意

で
は
な
い。
ま
た
現
代
西
日
本
の一
部
に
カ
ツ
グ
が
報
告
さ
れ
る
が、
「【
島
根】

新
し
い
言
い
方
か{
徳
島}
共
通
語
的
な
カ
ツ
グ:::」(『
基
礎
語
業』)
な
ど
の
よ

う
に
新
し
い
分
布
ら
し
い。
カ
ツ
グ
が
「
担
ぐ」
意
を
有
す
る
の
は
山
口
県
で

あ
る
が、
隣
接
地
域
と
同
様
に
比
較
的
新
し
い
時
代
に
拡
が
っ
た
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か。

文
献
で
「
肩
で
持
つ」
意
で
カ
ツ
グ
/
カ
ヅ
ク
が
用
い
ら
れ
る
の
は、
管
見

に
よ
れ
ば
・
「
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集』
(「
サ
テ
袋
ウ
チ
カ
ツ
キ
テ
出
給
ヲ」
四
二

八
頁)

・『
保
元
物
語』
(
大
系
本
「
柱
を一
本
引
抜
て 、
打
か
づ
き
て
走
け
れ
ば・「
頚

と
甲
を
矢に
て
荷て
うち
か
づ
き
て
ぞ
出
来
た
る」
一
七
三
頁
/一
一
五
頁)

・「
義
経
記』
(
大
系
本「
血
の
附
き
た
る
太
万
拭ひ
て
打
か
つ
ぎ」
二二
二
頁
/

「
太
万
打か
た
げ
て」
の
例
も
あ
る 。
二
二
三
頁)
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「背負 う J r担 ぐJ の表現

-
「
書
言
字
考
節
用
集』
(「
携
カ
ヅ
ク
(
左
訓)」・
「
鑓
カ
ヅ
ク
(
右
訓)」)

な
ど
が
早
く、
カ
ツ
グ
/
カ
ヅ
ク
或
は
ウ
チ
カ
ツ
グ
で
物
を
「
担
ぐ」
意
で
出

現
す
る。
し
か
し
無
住
(『
沙
石
集』)・
槙
島
昭
武
(『
書
言
字
考
節
用
集』)
は
東

国
出
身
な
の
で、
そ
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い。
ま
た
前
述
の
知
く
「
保

元
物
語』
な
ど
軍
記
物
に
セ
オ
ウ
や
ウ
チ
カ
ツ
グ
と
い
っ
た
語
が
出
現
す
る
が、

こ
れ
ら
は
表
現
効
果
の
面
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
先
述
し
た。
と
す
る
と

カ
ヅ
ク
/
カ
ツ
グ
が
「
担
ぐ」
意
で
中
心
に
行
な
わ
れ
た
の
は
東
日
本
で
だ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
現
代
の
近
畿
方
言
で
も「
カ
ツ
グ
は、
「
頭
に
か
ぶ
る」

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る」
と
い
う
報
告(「
全
国
方
言
辞
典
②」)

が
あ
り、
カ
ツ
グ
は
い
ま
だ
に
「
被
る」
意
で
用
い
ら
れ
る
地
域
が
あ
る。
文

献
で
カ
ヅ
ク
/
カ
ツ
グ
が
「
被
る」
の
意
味
で、
現
在
も
京
都
近
辺
で
そ
の
意

味
な
ら
ば、
実
は
中
央
語
で
は
カ
ヅ
ク
/
カ
ツ
グ
の
意
味
の
中
心
は一
貫
し
て

「
被
る
/
潜
る」
意
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
と
な
る
と
中
世
末
期
の
段
階

で
カ
ヅ
ク
/
カ
ツ
グ
は、
東
日
本
で
は
既
に
「
担
ぐ」
意
で
安
定
し
て
い
た
の

に
対
し、
中
央
語
で
は
未
だ
に
主
に
「
被
る」
の
意
味
だ
っ
た
と
い
う
事
に
な

る。
時
折
カ
ツ
グ
/
カ
ヅ
ク
で
「
担
ぐ」
意
で
用
い
ら
れ
で
も
文
献
に
偏
り
が

あ
り
中
心
的
で
な
く、
中
心
は
カ
タ
グ・
ニ
ナ
ウ・
カ
ク
で
あ
っ
た
事
に
な
る。

以
上
の
よ
う
に
「
担
ぐ」
表
現
の
東
西
で
の
違
い
は、
西
日
本
で
は
中
央
語
史

を
良
く
反
映
し一
致
す
る
の
に
対
し、
東
日
本
で
は
カ
ツ
グ
/
カ
ヅ
ク
と
い
う

中
央
語
に
も
出
現
す
る
語
形
を
用
い
な
が
ら、
意
味・
用
法
を
変
化・
拡
大
さ

せ
て
い
る
点
で
あ
る
と
い
え
は
し
な
い
だ
ろ
う
か。
「
背
負
う」
表
現
の
場
合
も

同
様
で
あ
っ
た
事
が
思
い
だ
さ
れ
る。

玉、
東
西
方一一一一国
対
立
の
成
立
|「
背負う」
「
担ぐ」
の
場合
|

以
上、
方
言
と
文
献
を
利
用
し
て「
背
負
う」
「
担
ぐ」
の
語
史
を
再
構
し
て

き
た。
東
日
本
で
は
「
背
負
う」
表
現
が
そ
の
語
集
を
増
加
さ
せ、
西
日
本
で

は
「
担
ぐ」
表
現
が
次
第
に
そ
の
語
乗
を
増
加
さ
せ
て
き
た。
更
に
そ
の
方
向

を
み
る
と、
東
日
本
で
「
背
負
う」
表
現
は
人
か
物
か
と
い
う
対
象
に
よ
る
区

別
の
傾
向
が
強
い。
カ
ク
と
い
う
動
調
の
場
合
も、
『
梅
津
政
景
日
記』
に
「
御

乗
物」
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ、
か
つ
現
代
の
東
日
本
で
も
カ
ク
の
対
象
は

「
篭」
「
神
輿」
の
場
合
に
限
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
(「
基
礎
語
芝
山町
頁
以
下)。

オ
プ・
セ
オ
ウ・
カ
ツ
グ
/
カ
ヅ
ク・
カ
ク
な
ど
元
々
は
中
央
語
に
あ
っ
て
も、

そ
の
意
味・
用
法
の
変
化
の
背
景
に
動
作
の
対
象
に
よ
る
区
別
の
傾
向
が
み
ら

れ
る。
一
方、
中
央
語
で
「
担
ぐ」
表
現
は
カ
タ
グ・
ニ
ナ
ウ・
カ
ク
等
の
語

形
が
出
現
す
る
が、
ヵ
タ
グ
は「
肩
で
直
接
支
え
る」、
ニ
ナ
ウ
は
「
天
秤
棒
で

支
え
る」、
カ
ク
は「
二
人
で
支
え
る」
「
二
人
以
上
で
運
ぶ」
「
二
人
以
上
で
肩

で
運
ぶ」
「
二
人
以
上
で
棒
を
利
用
し
て
運
ぶ」
等
に
用
い
ら
れ
る。
こ
う
す
る

と
京
都
方
言
の
「
担
ぐ」
表
現
は
方
法
に
よ
っ
て
区
別
す
る
傾
向
が
強
く、
史

的
に
も
こ
の
方
向
で
展
開
し
て
き
た。
以
上
が、
背
中
や
肩
で
物
を
支
え
る
表

現
が
ど
の
様
な
変
遷
を
経
て
成
立
し
た
も
の
か
と
い
う
過
程
を
示
し、
こ
の
表

現
が
東
西
の
方
言
対
立
を
な
す
事
も
事
実
な
ら
ば、
実
は
こ
の
場
合
の
東
西
の

方
言
対
立
が
知
何
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
と
い
う、
そ
の
過
程
を
具
体
的
に
検

証
し
た
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い。
更
に
前
述
し
た
如
く、
東
日
本
で
は

動
作
の
対
象
で、
中
央
語
で
は
動
作
の
方
法
で、
語
棄
を
増
加
さ
せ
て
き
た
傾

向
が
あ
る
と
す
れ
ば、
本
稿
は
語
の
意
味・
用
法
の
変
化
の
方
向
が
地
域
に
よ

注幻

っ
て
異
な
っ
て
い
た
結
果
東
西
対
立
が
生
ず
る
場
合
が
あ
っ
た、
そ
の
具
体
例

を
示
し
た
も
の
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か。
ま
た「
背
負
う」
「
担
ぐ」
の
表
現
は、

西
日
本
で
は
中
央
語
の
歴
史
を
良
く
反
映
す
る
の
に
対
し、
東
日
本
で
は
中
世

末
期
に
既
に
地
方
独
自
の
論
理
を
確
立
し
て
い
た
事
も
結
果
と
し
て
示
し
た。
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『
方
言
国
語
史
研
究』
が
東
西
対
立
分
布
の
考
察
に
「
潜
在
的
下
地」
の
概
念
を

取
り
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
(
奥
村
氏
W-
m
頁)
の
も
地
方
独
自
の
論
理
の
た
め

か
も
し
れ
な
い。
「
潜
在
的
下
地」
を
ど
の
あ
た
り
に
ま
で
設
定
す
る
か、
方
言

国
語
史
の
課
題
と
し
て
も
今
後
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か。

注1
原
本
のコ
ピ
l(

能
楽
研
究
所)
・『
狂
言
古
本二
種』
(
古
川
久
編

書
庖)
に
拠
る 。

注
2

蜂
谷
清人
氏
『
狂
言
台
本
の
国
語
学
的
研
究』
笠
間
叢
書
鉛
昭
和
臼
年
ロ

月) 。

注
3
奥
村三
雄
氏
『
方
言
国
語
史
研
究』
(
東
京
堂
出
版
平
成2
年
9
月) 。

注4
京
都
大
祭
文
筆
部
国
語
祭
園
文
祭
研
究
室
編
昭
和
臼
年
8
月 。

注
5
『
福
岡
鯨
内
方
言

集』
福
岡
勝
教
育
曾
本
部
編
纂
国
書
刊
行
会
昭
和
印

年
2
月 。

注
6
『
活
用
表
現
論
I』

桜
楓
社
昭
和
的
年
日
月 。

注
7
平
山
輝
男
編
明
治
書
院
昭
和
M
年2
月 。

注8
山
形
県
方
言
研
究
会
編
昭
和
必
年
1
月 。

注
9
早
く
表
章
氏
が
朝
日
古
典
全
書
『
狂
言

集
下』
解
説で
提
唱さ
れ
た 。
蜂

谷
清
人
氏
「
狂
言
古
本に
見
ら
れ
る一
段
活
用
化
の
現
象」
(『
国
語
学』
日) 、

迫
野
慶
徳
氏
「
東
国
文
献
と
言
語
指
標
「
天
正
狂
言
本」
の
「
借
り
る」
を
め

ぐっ
て」
(『
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要』
七
号
昭
和
必
年
ロ
月)
・同「
促
音・

媛
音
の
表
記
の
動
揺
li「天正狂言本」の場合
||)

(『
文
学
研
究』
第
M
号
昭

和
白
年2
月)
・拙
稿
「
東
国
文
献
と
し
て
の
「
天
正
狂
言
本」
||動詞の音便

形について
||」

(『
文
献
探
究」
第
初
号
昭
和
mM
年
9
月)
参
照 。

注叩
『
原
本三
河
物
語』
(
中
田
祝
夫
編
勉
誠
社
昭
和
必
年
9
月)
に
拠
る 。

注日
『
日
本
思
想
大
系お
三
河
物
語葉
隠』
ω
頁
(
岩
波
書
庖) 。

注ロ
例
え
ば
鎌
田
康
夫
氏「
三
河
物
語
の
語
法」
(
昭
和
お
年3
月『
語
学
文
学
会

紀
要」
2)
・
今
泉
忠
義
氏
「
三
河
物
語
と
三
河
言
葉」
(
昭
和
U
年
6
月
『
昭

わ
ん
や

和
女
子
大
学
苑』
六)
な
ど 。

注目
『
大
日
本古
記
録』
(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
岩
波
書
庖)
に
拠
る 。

注M
「
方
言
語
業
史」
(「
講
座
日
本
語
の
語
実
8」
明
治
書
院
昭
和
町
年
4
月 。

注目
「
中
近
世
の
文
献に
見
る「
背
負
う」
「
かつ
ぐ」
の一
類
を
め
ぐっ
て」
(『
国

語
語
集
史
の
研
究六』
(
和
泉
書
院
昭
和ω
年
目
月) 。
他に
「
中
世
語
棄
の

概
説」
(『
講
座
日
本
語
の
語
集
4」
明
治
書
院
昭
和
同
年
日
月) 。

注凶
佐
藤
貴
裕
氏「
東
西
方
言
対
立
語か
ら
み
た『
書一言
字
考
節
用

集』」
(『
国
語

学』
叩) 。

注口
「
背
負
う」「
担
ぐ」
表
現で
文
献
を
五
分
類す
る
事が
出
来
る O
A--::一
・

二
節
の
諸
資
料
/
B・
:・

中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
蹄
注
・
大
測
和
尚
再

吟
・
巨
海
代
抄・
人
天
眼
目
抄・
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石

集
/
C・・・
平
家

物
語
・
保元
物
語・
義
経
記
等
/D
i--

多
数 。
表l
参
照
/
E:::
『
改
修

捷
解
新
語』
・交
隣
須
知 。
A
は
東
国
語
の
特
徴 。
B
は
こ
れ
ま
で
も
東
国
資
料

と
さ
れ
て
き
た
が 、
そ
の
口
語
性に
問
題
が
あ
る(
奥
村
氏
側
頁) 。
C
は
戦
闘

場
面に
関
係
し
た
表
現
と
すべ
き
か
も
し
れ
ない 。
E
に
は
九
州
方
言
が
混
入

し
て
い
よ
う。

注m
例
え
ば
拙
稿
「
形
態
音
韻論
的
観
点か
ら
み
た
|

ア
ウ
型
動
詞」
(『
鹿
児
島

大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文・社
会
科
学
編』
第
必
巻
平
成
3
年
3
月)
参
照 。

注目
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文』
(
身
延
久
遠
寺
昭
和
五
七
年
四
月)
に
拠
る
が 、

『
日
蓮
聖
人
真
蹟

集
成』
(
法
蔵
館)
で
確か
め
う
る
例に
は
・
を
付
し
た 。

注
初
深
井一
郎
編『
雑
兵
物
語
研
究
と
総
索
引』
昭
和
品目
年
3
月
武
蔵
野
書
院 。

注幻
「
意
味
論
の
方
法
叙
説」
(『
言
語
生
活』
昭
和
白
年
U
月
筑
摩
書
房) 。

注n
柳
田
征
司
氏に『
講
座
日
本
語
の
語
業
9

語
誌
I」

(
明
治
書
院
昭
和
問

年
1
月)
が
あ
る
が
観
点に
相
違が
あ
る 。

注
お
徳
川
宗
賢
氏
『
日
本
語
の
世
界8
言
葉・西
と
東』
(
中
央
公論
社
昭
和
日

年
目
月)
・佐
藤
亮一
氏「
居
る
||東西の対立
||」

(
徳川
宗
賢
編
中
公
新
書

「
日
本
の
方
言
地
図』
所
収)
に
同
様
の
考
え
が
あ
る 。
但
し
変
化
の
方
向
が
地

域で
何
故
異
な
る
か
とい
う
問
題は
依
然
と
し
て
残
る 。
ア
イ
ヌ
語(『ア
イ
ヌ
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語
方
言
辞
典」
服
部
四
郎
編
岩
波
書
庖
昭
和
日
年
日
月)
で
も
人
対
物
で

「
背
負
う」
動
作
を
区
別
し 、
東
日
本
方
言

の
「
潜
在
的
下
地」
と

の
関
係
に
注

目
さ
れ
る 。
そ
し
て
中
央
語
と

の
地
理
的
隔
離
(
奥
村
氏
問
頁)
も
相
違
を
助

長
し
た
原
因
と
考
え
ら
れ
る 。

「背負うJ r担ぐJの表現

参
照
文
献

・
高
田
誠
氏
「「
日
本
言
語
地
図」
Mm-
u・
mm
図
よ
り
|

言
語
地
理
学
と
意
味

の
構
造
と

の
関
係
を
さ
ぐ
る
l」

(『
日
本
方
言
研
究
会
第
七
回
発
表
原
稿

集』)
/・
本
堂
寛
氏
「
語

の
意
味
差
と
地
理
的
分
布
||「かつ
ぐ」
をめぐっ
て

」
(
佐
藤
喜
代
治
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
集」
桜
楓
社
昭
和
日
年
6
月)
/・

高
橋
顕
志
氏
「
カ
ツ
グ・
ニ
ナ
ウ・
カ
ク
を
め
ぐっ
て」
(『
都
立
大
学
方
言
学

会
会
報」
第
初
号)
/・
佐
藤
茂
氏
「
カ
ツ
グ
を
め
ぐっ
て
ll福井県足羽郡美

山
町の
言語調査か
ら
||」

(『
福
井
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
I

部
人
文
科
学
国
語

学・
国
文
学・
中
国
学
編』
第
M
号)
/・
川
本
栄一
郎
氏
「
石
川・
富
山
両
県

に
お
け
る
「
か
つ
ぐ」

の
方
言
分
布
と
そ

の
歴
史」
(『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀

要
社
会
科
学
人
文
科
学
編」
第
初
号)
/・
『
全
国
方
言
基
礎
語
集

の
研
究
序

説」
/・
「
全
国
方
言
辞
典
②
県
別
人
体
語
集

の
体
系』(
平
山
輝
男
編
昭
和
幻

年
ロ
月)
/・
『
日
本
言
語
地
図』
解
説
な
ど 。
な
お 、
本
稿
と
関
連
し
て
安
部

清
哉
氏
「
全
国
方一言
分
布

の
成
立
過
程
に
お
け
る
四
つ

の
層」
(『
昭
和
白
年
秋

季
国
語
学
会
発
表
要
旨』)・
小
林
隆
氏
「
方
言
に
お
け
る
東
西
対
立
分
布

の
史

的
傾
向」
(『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
国
語
学
論
叢」
桜
楓
社
平
成
元
年
6

月)
が
あ
る
が 、
例
え
ば
日
蓮

の
文
章
に
は
中
央
語
よ
り
早
く

「
し
を
わ
せ」

と
あ
り 、
あ
る
語
形

の
文
献へ

の
初
出
年
代
と
東
西
対
立

の
形
成
と

の
相
関
を

認
め
る
に
は
未
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る 。

本
稿
は
昭
和
臼
年
春
季
国
語
学
会
(
明
治
大
学)
で
発
表
し
た
も

の
を
纏
め
た
も

の

で
あ
る 。
席
上 、
御
意
見
を
い
た
だ
い
た
徳
川
宗
賢
氏(
注
幻)・
大
塚
光
信
氏(「
担

ぐ」
に
つ
い
て)

の
お
考
え
を
取
り

込
ま
せ
て
い
た
だ
い
た 。
ま
た 、
私
信
を
通
じ

て
小
林
隆
氏・
小
松
寿
雄
氏
か
ら
御
意
見
を
受
け
本
稿
に
反
映
さ
せ
た
つ
も
り
で
あ

る 。
最
後
に 、
奥
村
三
雄
先
生・
迫
野
度
徳
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る 。

-11
岡
山
大
学
文
学
部
助
教
授

||

(
平
成
四
年
六
月
二
十
六
日
受
理)

(
平
成
四
年
九
月
十
八
日
改
稿
受
理)
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